































































































































































陽が、幼少から幕末動乱期の副島にどのような影響を及ぼしたか、そして父兄との死別を契機に、英学修得を志し、大隈重信と大政奉還を力説、新政府の王政復古が宣言された後には 各国領事への維新通達役に抜擢され、初の外交経験に臨んだ過程を辿っている。特に父兄との関係に注目すると、 「日本一君論」 を唱えていた父・南濠、兄・神陽の教育の下、副島自身 尊王論に傾倒し た点や、
藩命で京都に留学した際に、兄の命で将軍宣下廃止の意見書を提出した経緯などの記述から、父と兄の存在の大きさがうかがえる。　
第二では、新政府発足から参議在任期までの政府内での立場や





外交案件に着眼し 寺島宗則外務大輔 共に普仏戦争時 おける局外中立に関わる事柄を処理するために仏国公使と談判 さら










とを許さないとする条件をつけるなど、岩倉使節団の独走を制御した点に注目している。加えて、副島 外交観と 「礼儀」重視 ていた挿話を紹介し、これらの経緯を踏まえた上で マリア・ルス号事件の節で副島外交論の展開を試みている。本事件は横浜港にて船体修理 ため寄港していたペルー船籍マリア・ルス号内の清国人労働者（苦力）虐待問題に端を発したも で、事件に対処するにあたり、当時、日本国内 地租改正が取り組まれていた事情から、その政策遂行 優先するために、本件 介入することに反対する動きがあったこ や、日本とペルーの間で条約が結ばれていなかったために、司法省においても法理的見地 根拠に反対意見が存在してい ことが述べられて る。こ ような問題を抱えながらも、副島は人道的見地を強調し 二度の裁判を経て清国人労働者を解放させ、ロシ 皇帝に仲裁裁判を依頼、日本・ペルー間の合意を成立させた過程を明らか している。さらに、副島がロシアに仲裁を委託し 背景に、樺太境界問題が存在していた点を指摘し、 副島が「徳」を以て、 多くの外国人顧問を起用し国際裁判で勝利したことが居留地自治の解消に繋がっ と述べている。　
第四では、清国での交渉過程を『大日本外交文書』などの諸史
料に基づき、日付ごとに詳細に考察している。天津換約の節では、明治四年七月二十九日に調印した日清修好条規の経緯と、内容において日清攻守同盟を疑われかねない条文や、最恵国待遇を得られなかった点、双務的に領事裁判権を認めたことが、西洋諸国との条約改正における法権回復の方向 も合っていなかった点等を説明している。このような状況から条約批准は保留とされ たが、副島の提起で天津にて条約の批准・互換が達成された過程に言及、また、渡清の目的には 互換 外 、台湾で琉球の漁民が殺害され 事件を契機 台湾蕃地討伐と開拓の意図の表明があった点を指摘している。北京謁帝の節では、副島の入京以前、清国における謁帝礼式につ て外国公使団と清国政府（総理衙門）が折衝を重ねていた中、副島が総理衙門と協議の末 第一班単独謁見に成功した過程 詳述 また、清国側 協議 過程で、 「礼」 んじる自らの外交観 基に 国際情勢 説明、中華思想への見立て 雄弁に力説し 謁帝後には、米国公使から讃辞を得るなどの、副島外交の成果を述べている。　
第五では、琉球・台湾・樺太といった国境の画定や周辺諸国と
の国交談判過程を考察している。琉球・台湾問題 節で まず琉球に視点を置き、日清間で両属的地位 あった琉球 日本帰属化が図られるなかで、副島が琉球国王である尚泰の華族編入と、琉球と諸外国間の外交を停止させる方針を示し、着実に実行 移した経緯が確認できる。その一方 琉球官吏 対して、琉球の国体制度を維持する発言をしたことが、その後の沖縄県設置 過程で障害になった点を指摘している。次に台湾問題に移り 台湾


















も触れている。次に清国漫遊の節では、外務省事務総裁 仰せ付けられるも辞任し、清国漫遊の旅を決意、日清双方に疑心暗鬼生じさせるなどその動向が注目されながら、李鴻章に会見したり、清国文人と交流したりといった文字通り 漫遊ぶりを辿ってい 。最後に天皇と侍講の節では、帰国後 大隈 計ら もあり宮内省御用掛、一等侍講兼務、侍講局総裁を拝命した経緯にふれ、その進講内容から参議黒田清隆らによって排斥の紛議が生じるも 天皇から宸翰を賜り辞意を撤回した過程を詳述している。また、北海道開拓使官有物払下げ問題に伴う紛糾に憤慨 、副島が人事一新構想を唱えた点にも注目している。　
第七では、役員を務めた興亜会、及び東邦協会の事業内容と、
内務大臣、枢密顧問官在任期の副島の活動内容を解説し い 。興亜会と東邦協会の節では、まず「近代におけ 最初 アジア主義組織」といわれる興亜会の設立・変遷過程 触れ、明治十四年五月から同年十二月まで副島が会長を務めた経緯、興亜会は事業




内容として、特に中国語教育を重要な支柱として着手した点に言及している。続いて「東洋諸邦及び南洋諸島に関する講究」を事業目的する東邦協会の設立過程に触れ、 副島の会頭受諾、 就任後は、終生東邦協会のために尽力した経緯を紹介している。事業内容に関しては、副島 頭名義で「日露英米四ヶ国会議を我帝都に開き以て北太平洋漁猟聯合条約を締結す可きの議」 始めとして、シャム国ほか東方問題関係各国 の修好、マニラ領事館設再置建議提出、そして 邦協会付属私立露西亜語学校の開校、同校には朝鮮語科も開設されていたとする点等を挙げ さらに明治後半から大正初期にかけて努めた「 南洋」 調査研究が、日本の膨張発展期に国策の背後で重要な役割を果たした 指摘している。次内務大臣の節では、第一次松方正義内閣期に、第二回総選挙で選挙干渉を指揮した品川弥二郎の引責辞任にともな 、副島 枢密院副議長から内務大臣に転任、第三議会を経て、 務次官白根専一との対立により 相を辞任した過程を辿っている。その中で、内相としての副島が選挙干渉事件の後始末に努め、民党の意見取捨し、官民間 調和 図った点を指摘し いる。最後 枢密顧問官の節では、任期中の副島の出席状況 及び職歴を紹介し、大隈重信の条約改正談判に関して、枢密院へ 諮詢を奏請、条約改正案否決の情勢をうかがっていた経緯を解説している。また 日清戦争で敵国人となっていた日本居留清国人に対 副島が清国人取扱規則の改正に言及、 「解放主義」を唱えていた点 指摘ている。　
第八では、晩年期の副島の動向に関して、挿話を交えながら詳
述している。日露戦時下の死去の節では、日露戦争を副島最晩年の出来事として挙げ、主戦論者としての副島の動向を紹介し、また逝去・葬儀に至る過程を辿り、弔詞において、副島外交の功績とともに三権分立の「政体」制定、民選議院の公議主唱が評価された点に注目している。政治・社会論の節では『副島種臣君意見書評論』や、 『東京日日新聞』に掲載された「開進会主義書」 、 『朝野新聞』の「改進会約書」 「改進会ノ心得」 、 「副島種臣建言書」を手がかりに、副島の政治論・社会論への言及を試みている。その中で副島の唱える「社会党」と う表現や、王土王民論、さらに明治十三、 十四年の段階から社会主義的意見を蔵してい 点等を指摘している。最後に逸事の節で、後日談としての板垣退助による副島評価や、挿話に基づく外務卿時代の所作、副島 衣食住におけ 趣味、私的に牧場経営を試みていたといった生活面への言及、そして書道家としての一面 紹介している。　
あとがきでは副島の全体像を描く上で、副島に関する書跡・漢
詩は豊富であった半面 日記・書翰といった史料が乏しく、そした部分において先行研究から学び得た多大の恩恵に謝意を表している。ただし、事跡を辿ることが専らとなり、内面にま 十分に言及しきれなかったとし、説き及べなかった事柄 関し 教示を賜ることができれば幸 であると述　
以上、本書の概要を各章に沿って紹介した。本書は副島種臣の
全生涯にわたる事跡を史料に基づいた考察から、その全体像を描くことにつとめている。思想面での追究は叶わな ったと謙遜されているが、副島が関わった政治・外交上の諸案件、彼に関係し
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